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訓練実施報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
（提出先）佐久市長
届出者　	区名又は自主防災組織名　　　　　　　　　　　
	
代　表　者　名　　　　　　　　　　　　　　　
　
下記のとおり、訓練を実施したので報告します。

記

１　訓 練 日　　　令和　　　年　　　月　　　日　(　　)　

２　訓練場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　参加人員　　　　　　　　　名

４　訓練内容　　　※該当するものに○をしてください
	１．避難訓練
	７．出前講座（市のまちづくり講座）

	２．安否確認訓練
	８．水防訓練（土のう作り）

	３．地域の災害危険個所（被害想定）
等の現地確認訓練
	９．初期消火訓練（消火器）

	４．タイムライン作成訓練
	１０．救命講座（ＡＥＤ）

	５．自主避難所開設に伴う公会場等の
確認訓練【２ページ目以降を使用】
	１１．その他（1～10以外）

	６．炊き出し訓練
	


【訓練内容詳細（具体的に）】※５を実施された場合は、２ページ目以降もご提出ください。







５　区の公会場等の鍵の管理者（保管者）

（１）公会場等の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）鍵の管理者　①役職　　　　氏名　　　　　　　　電話　　　　　　　　　

　　　　　　　　　②役職　　　　氏名　　　　　　　　電話　　　　　　　　　


５．自主避難所開設に伴う公会場等の確認訓練 
～以下の項目を確認することで、自主避難所として公会場を使用する際に、
不足する物や修繕が必要な物などを確認することができます～

１　災害適合確認【災害が発生したとき、この会場が避難所として利用できるか確認しましょう！】
以下の災害が発生した場合に、利用可能な場合は○、利用不可能な場合は×を記入
	地震
	洪水
	土砂
	噴火

	

	
	
	


※避難所看板や防災マップで災害想定区域に入っているか確認
※地震は、昭和56年の建築基準法改正後の耐震基準で建築されている、又は耐震診断・耐震改修が実施されているか確認

２　利用可能な部屋の確認【何人避難できるか、確認してみましょう！】
（１）個室対応ができる部屋　　有（　　　室）→（２）へ　・　無→３へ
（２）部屋の大きさ
	部屋の名称（大広間・和室等）
	面積
	収容人数

	

	畳・㎡
	

	

	畳・㎡
	

	

	畳・㎡
	


※参考：避難所１人あたり面積…約２畳/3.5㎡（スフィア基準）

３　バリアフリー【施設の内容について、確認してみましょう！】
（１）公会場入口のスロープ　　有　　・　無　　
（２）トイレ　　　　　　　　　様式　・　和式　

４　駐車場の状況【何台停められるか、確認してみましょう！】
（１）収容台数　　　　　　台程度

５　ライフライン設備の確認【何を使用しているか、確認してみましょう！】
	
	水道
	ガス
	非常用
発電設備
	災害時
公衆電話回線

	該当箇所に○
	・佐久水道
・浅麓水道
・簡易水道
	・都市ガス
・プロパン
	有　・　無
	有　・　無

	確認したら○
	止水栓
	元栓
	
	回線


※災害時公衆電話回線は、主に指定緊急避難場所に設置されています。



６　備蓄品（備蓄品がある場合）【どれだけの備蓄品があるか、確認してみましょう！】
	品名
	個数
	消費（賞味）期限や次回点検日、不具合の有無など
	保管場所

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	


※防災資機材整備等事業補助金を積極的に活用し、備蓄品を整えましょう！


以上で、自主避難所開設に伴う公会場等の確認訓練は終了です。
この結果をもとに、公会場の改修の検討（スロープの設置やトイレの様式化など）や、備蓄品のチェック（期限切れのものの処分、新たな購入品の検討など）を行い、いざというときに自主避難所として、地域の皆さんの命を守れる場所にしていきましょう！


【提 出 先】※FAXや電子申請による提出も可能です。
・佐久市役所　危機管理課　危機管理係　FAX:63-1680
〒385-8501　佐久市中込3056	℡:62-3008（直通）
・臼田支所　　総務税務係　FAX:82-3116
〒384-0301　佐久市臼田89-3	℡:82-3111（代表）
・浅科支所　　総務税務係　FAX:58-2897
〒384-2104　佐久市甲1359-3	℡:58-2001（代表）
・望月支所　　総務税務係　FAX:53-3115
〒384-2202　佐久市望月263	℡:53-3111（代表）
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